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　令和元年度に森林環境譲与税の譲与が開始されてから、令和４年度で４年目を迎え
ました。全国の市町村では、譲与税の活用により、間伐等の森林整備、人材育成・
担い手の確保、木材利用・普及啓発などの取組が展開されています。
　本稿では、令和元年度から３年度における譲与税の活用状況と、更なる活用促進に
向けた林野庁の取組について紹介します。

森林環境譲与税の活用促進に向けて
～令和３年度までの活用実績と林野庁の取組～
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森林環境譲与税の活用促進に向けて

　
　
　
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
仕
組
み

「
森
林
環
境
税
」は
、令
和
６
年
度
か
ら
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い

て
、
市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人
年
額
1
，

0
0
0
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
す
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
森

林
環
境
税
に
よ
る
税
収
を
原
資
と
し
て
、

市
町
村
に
お
け
る
森
林
整
備
の
促
進
の
た

め
に
、
市
町
村
と
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ

る
財
源
で
す
。
既
に
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
各
市
町
村
・

都
道
府
県
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の

私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数

及
び
人
口
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
31
年
法
律
第
３
号
）
に
基
づ
き
、
市
町

村
で
は
、
間
伐
等
の
「
森
林
の
整
備
に
関

す
る
施
策
」
と
、
人
材
育
成
・
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

の
「
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」

に
、
都
道
府
県
で
は
「
森
林
整
備
を
実
施

す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用
」

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
市
町
村
等
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税
の

使
途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
譲

与
税
の
活
用
予
定
額
は
、
令
和
４
年
９
月

時
点
で
市
町
村
に
聞
き
取
っ
た
結
果
、

4
0
5
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
③
　
取
組
の
実
績

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
く
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
が
約

18
万
ha
、
市
町
村
自
ら
又
は
市
町
村
独
自

の
補
助
事
業
等
に
よ
る
森
林
整
備
が
約

3
・
1
万
ha
、
作
業
道
や
林
道
・
林
業
専

用
道
の
整
備
が
約
4
2
0
㎞
行
わ
れ
ま
し

た
。
森
林
整
備
で
は
、
間
伐
等
の
ほ
か
、

再
造
林
の
支
援
や
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺

の
森
林
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
森
林
の
課

題
に
応
じ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」
と
し

て
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
等
に
約
6
，4
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護
服

の
購
入
補
助
や
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講

習
経
費
へ
の
助
成
等
の
取
組
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
業
者
の
住
ま
い
を
確

保
す
る
た
め
の
空
き
家
の
改
修
等
の
取
組

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
」
と
し
て
は
、

都
市
部
を
中
心
に
、公
共
建
築
物
の
木
造
・

木
質
化
等
で
約
2
・
3
万
㎥
の
木
材
が
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
植
樹
・
木
育
な
ど

３ 　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

⑴
　
市
町
村
の
取
組
状
況

　
①
　
市
町
村
の
取
組
分
野

全
国
の
市
町
村
で
は
、
譲
与
税
を
活
用

し
て
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」、「
人
材

育
成・担
い
手
の
確
保
」及
び「
木
材
利
用
・

普
及
啓
発
」
の
各
分
野
で
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
に
取
り
組
ん
だ
市
町
村
数
は
1
，

3
3
3
（
全
市
町
村
数
に
対
す
る
割
合
：

77
％
）、「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」

は
5
1
7
（
同
30
％
）、「
木
材
利
用
・
普

及
啓
発
」
は
7
1
9
（
同
41
％
）
と
な
り

ま
し
た
。「
基
金
へ
の
全
額
積
立
等
」
の

市
町
村
数
は
2
4
0
（
同
14
％
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
②
　
市
町
村
の
活
用
額

市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税
の
活
用
額

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
に
65
億
円
、
令
和
２
年
度
に
1
6
3
億

円
で
あ
っ
た
の
が
、
令
和
３
年
度
に
は

2
1
7
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

使
途
の
区
分
別
に
見
る
と
、
令
和
３
年

度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」
が

1
4
6
億
円
で
最
も
多
く
、「
人
材
の
育

成
・
担
い
手
の
確
保
」
は
17
億
円
、「
木

材
利
用
・
普
及
啓
発
」
は
54
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

の
イ
ベ
ン
ト
が
約
1
，8
0
0
回
開
催
さ

れ
、
約
12
・
5
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
流
・
下
流
や
友
好
都
市
な
ど
、
地
域
間

の
連
携
に
よ
る
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

学
校
給
食
の
食
器
を
地
域
産
の
木
材
で
製
作

す
る
な
ど
、
森
林
や
木
材
へ
の
理
解
の
醸
成

を
図
る
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
森
林
整
備
面
積
は
、
令

和
元
年
度
の
約
５
倍
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
取
組
実
績
が
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
）。

⑵
　
都
道
府
県
の
取
組
状
況

　
市
町
村
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運

用
と
譲
与
税
の
活
用
の
主
体
と
な
り
ま
す

が
、
林
業
専
門
の
部
署
が
な
い
、
林
務
担

当
職
員
が
少
な
い
な
ど
、
取
組
体
制
が
十

分
で
は
な
い
市
町
村
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
市
町
村
の
支
援
の
た
め
に
、
譲
与

税
の
一
定
割
合
（
令
和
３
年
度
は
15
％
）

は
、
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
全
て
の
都
道
府
県
が
、
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
市
町
村
支
援
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し

て
、
市
町
村
の
業
務
支
援
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
県
単
位
の
事
業
支
援
団
体
の

運
営
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
市
町
村
職

員
の
研
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
道

府
県
に
よ
っ
て
は
、
森
林
組
合
等
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
す

注1：総務省・林野庁調べ  

注2：グラフ内の実数は市町村数、割合は全市町村（1,741）に対するものを表示、項目は複数選択可 

注1：総務省・林野庁調べ  

注2：令和4年度の金額については、2022年9月時点での自治体への聞き取り結果による  
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図１：市町村における森林環境譲与税の使途

図２：森林環境譲与税の市町村における活用額
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区分
 

主な取組実績  
 

令和元年度
 

令和２年度
 

令和３年度
 

間伐等の森林整備関係
 

意向調査実施面積
    

  

 

  

 

 

 

 

森林作業道の整備
   

林道・林業専用道の整備
    

人材の育成・担い手の確保
 

研修等の参加者数  
 

約６．５千人
 

約５．０千人
  

木材利用・普及啓発
 

木材利用量
  

イベント、講習会等
 

約９００回
 

約１０００回  約１８００回
 

参加者等
 

約８８千人
 

約５６千人
 

約１２５千人
 

注2：本実績値には、森林環境譲与税と他の財源を組み合わせて行った事業の実施分も含まれている。
注1：総務省・林野庁調べ  

市町村によって取組の内容は様々であり、「主な取組実績」は、代表的なものを提示している。
 

約１２．５万ha 

約８９千m

約１千m

約５．４千㎥ 約１３．４千㎥ 

約５千m
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約２１．６万ha 約１８．０万ha

森林整備面積 約５．９千ha 約１７．９千ha 約３０．８千ha

（うち間伐面積） （約３．６千ha） （約１０．３千ha） （約１４．２千ha）

約４０６千m

約１４千m

約６．４千人

約２２．５千㎥

　
　
　
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
仕
組
み

「
森
林
環
境
税
」は
、令
和
６
年
度
か
ら
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い

て
、
市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人
年
額
1
，

0
0
0
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
す
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
森

林
環
境
税
に
よ
る
税
収
を
原
資
と
し
て
、

市
町
村
に
お
け
る
森
林
整
備
の
促
進
の
た

め
に
、
市
町
村
と
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ

る
財
源
で
す
。
既
に
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
各
市
町
村
・

都
道
府
県
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の

私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数

及
び
人
口
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
31
年
法
律
第
３
号
）
に
基
づ
き
、
市
町

村
で
は
、
間
伐
等
の
「
森
林
の
整
備
に
関

す
る
施
策
」
と
、
人
材
育
成
・
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

の
「
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」

に
、
都
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府
県
で
は
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森
林
整
備
を
実
施

す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用
」

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
市
町
村
等
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税
の

使
途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
譲

与
税
の
活
用
予
定
額
は
、
令
和
４
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９
月

時
点
で
市
町
村
に
聞
き
取
っ
た
結
果
、

4
0
5
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
③
　
取
組
の
実
績

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
く
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
が
約

18
万
ha
、
市
町
村
自
ら
又
は
市
町
村
独
自

の
補
助
事
業
等
に
よ
る
森
林
整
備
が
約

3
・
1
万
ha
、
作
業
道
や
林
道
・
林
業
専

用
道
の
整
備
が
約
4
2
0
㎞
行
わ
れ
ま
し

た
。
森
林
整
備
で
は
、
間
伐
等
の
ほ
か
、

再
造
林
の
支
援
や
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺

の
森
林
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
森
林
の
課

題
に
応
じ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」
と
し

て
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
等
に
約
6
，4
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護
服

の
購
入
補
助
や
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講

習
経
費
へ
の
助
成
等
の
取
組
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
業
者
の
住
ま
い
を
確

保
す
る
た
め
の
空
き
家
の
改
修
等
の
取
組

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
」
と
し
て
は
、

都
市
部
を
中
心
に
、公
共
建
築
物
の
木
造
・

木
質
化
等
で
約
2
・
3
万
㎥
の
木
材
が
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
植
樹
・
木
育
な
ど

３ 　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

⑴
　
市
町
村
の
取
組
状
況

　
①
　
市
町
村
の
取
組
分
野

全
国
の
市
町
村
で
は
、
譲
与
税
を
活
用

し
て
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」、「
人
材

育
成・担
い
手
の
確
保
」及
び「
木
材
利
用
・

普
及
啓
発
」
の
各
分
野
で
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林

整
備
」
に
取
り
組
ん
だ
市
町
村
数
は
1
，

3
3
3
（
全
市
町
村
数
に
対
す
る
割
合
：

77
％
）、「
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
」

は
5
1
7
（
同
30
％
）、「
木
材
利
用
・
普

及
啓
発
」
は
7
1
9
（
同
41
％
）
と
な
り

ま
し
た
。「
基
金
へ
の
全
額
積
立
等
」
の

市
町
村
数
は
2
4
0
（
同
14
％
）
ま
で
減

少
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
②
　
市
町
村
の
活
用
額

市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税
の
活
用
額

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
に
65
億
円
、
令
和
２
年
度
に
1
6
3
億

円
で
あ
っ
た
の
が
、
令
和
３
年
度
に
は

2
1
7
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

使
途
の
区
分
別
に
見
る
と
、
令
和
３
年

度
に
は
、「
間
伐
等
の
森
林
整
備
」
が

1
4
6
億
円
で
最
も
多
く
、「
人
材
の
育

成
・
担
い
手
の
確
保
」
は
17
億
円
、「
木

材
利
用
・
普
及
啓
発
」
は
54
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

の
イ
ベ
ン
ト
が
約
1
，8
0
0
回
開
催
さ

れ
、
約
12
・
5
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
流
・
下
流
や
友
好
都
市
な
ど
、
地
域
間

の
連
携
に
よ
る
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

学
校
給
食
の
食
器
を
地
域
産
の
木
材
で
製
作

す
る
な
ど
、
森
林
や
木
材
へ
の
理
解
の
醸
成

を
図
る
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
森
林
整
備
面
積
は
、
令

和
元
年
度
の
約
５
倍
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
取
組
実
績
が
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
）。

⑵
　
都
道
府
県
の
取
組
状
況

　
市
町
村
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運

用
と
譲
与
税
の
活
用
の
主
体
と
な
り
ま
す

が
、
林
業
専
門
の
部
署
が
な
い
、
林
務
担

当
職
員
が
少
な
い
な
ど
、
取
組
体
制
が
十

分
で
は
な
い
市
町
村
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
市
町
村
の
支
援
の
た
め
に
、
譲
与

税
の
一
定
割
合
（
令
和
３
年
度
は
15
％
）

は
、
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
全
て
の
都
道
府
県
が
、
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
市
町
村
支
援
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し

て
、
市
町
村
の
業
務
支
援
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
県
単
位
の
事
業
支
援
団
体
の

運
営
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
市
町
村
職

員
の
研
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
道

府
県
に
よ
っ
て
は
、
森
林
組
合
等
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
す

表１：森林環境譲与税の市町村における主な取組実績
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る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
町
村
の
範
囲
を
超
え
て

広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

人
材
育
成
・
担
い
手
対
策
（
43
都
道
府
県
）

や
、
木
材
利
用
の
推
進
・
普
及
啓
発
（
29

都
道
府
県
）
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
都
道

府
県
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
　
　
林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組

　
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与

税
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
、

譲
与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
取
組
の

リ
ス
ト
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
事
例
集

の
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴
　「
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
実 

　
施
可
能
な
市
町
村
の
取
組
の
例
」（
ポ

　
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
の
公
表

　
林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
６
月

に
、
市
町
村
が
譲
与
税
の
活
用
を
検
討
す

る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
「
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の

取
組
の
例
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
同
リ
ス
ト
で
は
、

森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
、
普

及
啓
発
の
分
野
別
に
、
実
施
可
能
な
取
組

の
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス

⑶
　
そ
の
他

　
こ
の
ほ
か
、
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
町
村
職
員
向
け
の
説

明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
、
市
町
村

へ
の
技
術
的
助
言
を
行
う
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
、
情
報
誌
「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
の
定
期
配
信
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る
活
　

　
　
　
用
促
進
に
向
け
て

　
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
、
取
組
市
町
村

数
、
活
用
額
、
活
用
実
績
の
い
ず
れ
も
、

着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各
市
町

村
で
は
、
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た

森
林
整
備
や
、
積
立
基
金
を
活
用
し
た
木

造
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
本
格
的
な
取
組

が
始
ま
っ
て
お
り
、令
和
４
年
度
以
降
も
、

更
な
る
取
組
の
進
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と

な
る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対

す
る
社
会
の
関
心
は
、
大
き
く
高
ま
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者

の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担
を
ご
理
解
頂

く
た
め
に
は
、
課
税
開
始
ま
で
に
譲
与
さ

れ
た
財
源
の
活
用
に
よ
り
、着
実
に
成
果
・

ト
に
掲
げ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
森
林
整
備
の
促
進
に
資
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

⑵
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

　
の
改
良

　
林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け

る
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
事
例
を
整
理

し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例

集
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
に
公
表
し
た
令
和
３
年

度
の
事
例
集
で
は
、
事
例
を
検
索
し
や
す

く
す
る
た
め
、
紹
介
事
例
の
要
旨
、
使
途

の
分
類
に
よ
る
早
見
表
、
都
道
府
県
別
の

索
引
（
巻
末
）
を
新
た
に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
例
集
に
は
、市
町
村
の
93
事
例
、

都
道
府
県
の
1
0
2
事
例
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
年
度
の
事
例
集
は
、
林
野
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/-
j/keikaku/kankyouzei/kankyou-
zei_jouyozei.htm

l#t3

効
果
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
決
定
さ
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
で
、

「
譲
与
税
を
森
林
整
備
や
木
材
利
用
等
に

一
層
有
効
に
活
用
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
取
組
み
の
進
展

状
況
や
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
考
慮
し

つ
つ
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
必
要

な
施
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討

す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
町
村
・
都
道
府
県
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
成
果
を
挙

げ
た
上
で
、
そ
の
成
果
を
住
民
の
皆
様
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
頂
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
と
し
て
も
、
市
町
村
へ
の
支
援

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
譲
与
税

に
よ
る
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

森林整備 人材の育成 木材利用・普及啓発
譲与税を活用した市町村の取組事例

鯖江市では、地域課題に対応するため
の補助制度を整備しています。
令和３年度は、インフラ施設周辺の森

林1.2haについて、除伐等への支援を実
施しました。

福井県 鯖江市

施業後の状況

仁淀川町では、全国から移住希望者を募
集して、町内の林業事業体に配属し、間伐
や再造林等の実践研修を実施しています。
令和３年度は、８名が研修を開始する

とともに、４名が町内の林業事業体に就
業しました。

高知県 仁淀川町

林業研修の様子

浦添市では、令和３年度から４年度に
かけて、県産材を活用した学校給食漆器
の製作を進めています。
令和5年度からは、中学校で完成品の

使用が開始される予定です。

沖縄県 浦添市

漆器の製作状況

大館市では、森林経営管理制度の取組
をはじめ、森林整備等に関する幅広い取
組を進めています。
令和３年度は、新たに78.6haの森林を

集積したほか、皆伐後の再造林への支援
等を実施しました。

秋田県 大館市

再造林支援のパンフレット

黒滝村では、新規林業就業者を確保す
るため、林業従事者の住環境整備を進め
ています。
令和３年度は、空き家２棟の借り上げ

と改修を行い、２名の新規雇用につなが
りました。

奈良県 黒滝村

改修後の状況

安城市では、上流域の長野県根羽村と
の繋がりを通じた森林環境保全啓発に取
り組んでいます。
令和３年度は、根羽村の木材を使用し

た小物制作のワークショップや、展示等を
含むイベントを開催しました。

愛知県 安城市

木箱づくりのワークショップ

3
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る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
町
村
の
範
囲
を
超
え
て

広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

人
材
育
成
・
担
い
手
対
策
（
43
都
道
府
県
）

や
、
木
材
利
用
の
推
進
・
普
及
啓
発
（
29

都
道
府
県
）
に
譲
与
税
を
活
用
す
る
都
道

府
県
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
　
　
林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
　
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組

　
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与

税
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
、

譲
与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
取
組
の

リ
ス
ト
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
事
例
集

の
改
良
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴
　「
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
実 

　
施
可
能
な
市
町
村
の
取
組
の
例
」（
ポ

　
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
の
公
表

　
林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
６
月

に
、
市
町
村
が
譲
与
税
の
活
用
を
検
討
す

る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
「
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の

取
組
の
例
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
同
リ
ス
ト
で
は
、

森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
、
普

及
啓
発
の
分
野
別
に
、
実
施
可
能
な
取
組

の
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス

⑶
　
そ
の
他

　
こ
の
ほ
か
、
林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
町
村
職
員
向
け
の
説

明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
、
市
町
村

へ
の
技
術
的
助
言
を
行
う
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
、
情
報
誌
「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
の
定
期
配
信
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る
活
　

　
　
　
用
促
進
に
向
け
て

　
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
、
取
組
市
町
村

数
、
活
用
額
、
活
用
実
績
の
い
ず
れ
も
、

着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各
市
町

村
で
は
、
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た

森
林
整
備
や
、
積
立
基
金
を
活
用
し
た
木

造
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
本
格
的
な
取
組

が
始
ま
っ
て
お
り
、令
和
４
年
度
以
降
も
、

更
な
る
取
組
の
進
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と

な
る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対

す
る
社
会
の
関
心
は
、
大
き
く
高
ま
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者

の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担
を
ご
理
解
頂

く
た
め
に
は
、
課
税
開
始
ま
で
に
譲
与
さ

れ
た
財
源
の
活
用
に
よ
り
、着
実
に
成
果
・

ト
に
掲
げ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
森
林
整
備
の
促
進
に
資
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

⑵
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

　
の
改
良

　
林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け

る
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
事
例
を
整
理

し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例

集
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
に
公
表
し
た
令
和
３
年

度
の
事
例
集
で
は
、
事
例
を
検
索
し
や
す

く
す
る
た
め
、
紹
介
事
例
の
要
旨
、
使
途

の
分
類
に
よ
る
早
見
表
、
都
道
府
県
別
の

索
引
（
巻
末
）
を
新
た
に
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
例
集
に
は
、市
町
村
の
93
事
例
、

都
道
府
県
の
1
0
2
事
例
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
年
度
の
事
例
集
は
、
林
野
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/-
j/keikaku/kankyouzei/kankyou-
zei_jouyozei.htm
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効
果
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
決
定
さ
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
で
、

「
譲
与
税
を
森
林
整
備
や
木
材
利
用
等
に

一
層
有
効
に
活
用
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
取
組
み
の
進
展

状
況
や
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
考
慮
し

つ
つ
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
必
要

な
施
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討

す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
市
町
村
・
都
道
府
県
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
成
果
を
挙

げ
た
上
で
、
そ
の
成
果
を
住
民
の
皆
様
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
頂
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
と
し
て
も
、
市
町
村
へ
の
支
援

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
譲
与
税

に
よ
る
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

譲与税を活用した都道府県の取組事例図３：都道府県における森林環境譲与税の使途（令和３年度）

市町村支援

木材利用・普及啓発

長野県では、都市部等における長野県産材製品の販路
拡大を図るため、県内木材加工事業者と首都圏等の自治
体・消費者とのマッチングを行うコーディネーターを配置し
ています。
令和２～３年度の取組により、千葉県流山市の小中学校

における信濃町産材の活用につながりました。

長野県

鹿児島県では、市町村へ森林経営管理制度の運用に係
る技術的な助言・指導を行う「森林経営管理市町村サポー
トセンター」を設置しています。
令和３年度は、市町村への個別訪問を140回したほか、

森林経営管理制度に係る住民説明会を26回実施するなど
し、119haの森林において経営管理権が設定されました。

鹿児島県

注1：総務省・林野庁調べ
注2：グラフ内の実数は都道府県数、項目は複数選択可
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市町村支援

森林整備の
支援等

人材育成・
担い手対策支援

木材利用・
普及啓発の支援

（都道府県）

（都道府県）
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市町村職員等の研修

「市町村支援」の取組内訳

※上記のほか、税の活用によらない支援（研修等）も実施されている。

4

住民説明会 集積に向けた現地検討会

長野県産材を活用した千葉県流山市立おおぐろの森小学校

所有者情報の整理や森林情
報の精度向上・高度化など
の市町村の業務支援のため
のシステムの構築等

県レベルの事業支援団体の
運営、アドバイザー派遣等



　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、
通
直
に
育

ち
、
加
工
等
が
し
や
す
い
た
め
、

建
築
材
や
家
具
材
な
ど
と
し
て
私

た
ち
の
生
活
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
き
た
樹
種
で
す
。
こ
の
た
め
、

古
く
か
ら
各
地
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
後

の
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧
や
、
高

度
経
済
成
長
期
の
旺
盛
な
木
材
需

要
に
応
え
る
た
め
に
植
林
が
進
め

ら
れ
、
我
が
国
の
人
工
林
は
約
１

千
万
ha
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
人
工
林
の
お
よ
そ
７
割
を
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
が
占
め
て
お
り
、
現
在

で
は
そ
の
半
数
以
上
が
利
用
可
能

な
時
期
を
迎
え
、
持
続
可
能
な
資

源
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
春
を
迎
え
る
こ

の
時
期
か
ら
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
か

ら
飛
散
す
る
花
粉
が
、
国
民
の
約

４
割
が
罹
患
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
る
花
粉
症
の
原
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
花
粉
症
対
策
に
つ

い
て
は
、
国
の
関
係
省
庁
が
連
携

し
て
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
花
粉

発
生
源
対
策
、
花
粉
症
の
原
因
の

解
明
や
治
療
法
等
の
研
究
の
推
進
、

花
粉
量
の
予
測
・
観
測
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
花
粉
発
生
源
対
策

を
推
進
し
て
お
り
、
花
粉
発
生
源

を
断
ち
切
る「
３
本
の
斧
」と
し
て
、

①
花
粉
を
大
量
に
飛
散
さ
せ
る
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
伐
採
・
利
用
、

②
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
苗
木
に
よ
る
植
替
え
や
広
葉
樹

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
花
粉
の
少

な
い
森
林
へ
の
転
換
を
進
め
る
と

と
も
に
、③
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
を
防

止
す
る
技
術
の
実
用
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ

に
つ
い
て
は
、
花
粉
を
全
く
発
生

さ
せ
な
い
品
種
の
開
発
や
、
花
粉

量
が
通
常
の
半
分
程
度
で
成
長
が

良
い
苗
木
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
の

品
種
の
生
産
が
大
幅
に
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
粉
の
少

な
い
苗
木
の
生
産
量
は
、
２
０
１

８
年
度
に
は
１
千
万
本
を
越
え
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
５
割
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
に
は
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
７
割
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
利
用
期
を
迎
え

た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
循
環
利
用

を
確
立
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
と
森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
実
現
を

通
じ
て
、
引
き
続
き
花
粉
発
生
源

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

8林野 2023.2 No.191

花粉発生源対策の推進に関する林野庁の取組花粉発生源対策の推進に関する林野庁の取組

～花粉の少ない森林づくりに向けて～～花粉の少ない森林づくりに向けて～

林野庁の花粉発生源対策『３本の斧』林野庁の花粉発生源対策『３本の斧』

第一の“斧”
伐って利用します

第一の“斧”
伐って利用します

第二の“斧”
植え替えます
第二の“斧”
植え替えます

花粉を大量に飛散させる
スギ人工林等を伐採・利用します。
花粉を大量に飛散させる
スギ人工林等を伐採・利用します。

花粉の少ない苗木等による植替
や広葉樹の導入を進めます。
花粉の少ない苗木等による植替
や広葉樹の導入を進めます。

花粉を大量に飛散させるスギ・ヒノキ人工林の伐採を進め
ます。また、伐採された木材については、住宅に加えて、
公共施設や商業施設の木造化等に利用し、資源として活か
していきます。

第三の“斧”
出させません
第三の“斧”
出させません

スギ花粉の発生を抑える技術の
実用化を図ります。
スギ花粉の発生を抑える技術の
実用化を図ります。

スギ花粉の飛散防止剤の開発・普及等、スギ花粉の発生を
抑え飛散させない技術の実用化を図ります。

花粉症対策に資する苗木の生産増大に最優先で取り組み、
スギ・ヒノキの伐採跡地への植栽を促進
します。また、条件不利地においては、
伐採後の広葉樹の導入等を進めます。

花粉発生源で
ある立木の伐
倒・搬出

伐採された木
材の利用拡大

少花粉スギ苗木等の生産体制を増強

花粉飛散防止剤により枯死した雄花

森林の循環利用
サイクル

森林の循環利用
サイクル

適材適所で使う
適材適所で使う

収穫する収穫する

植え
る

植え
る

育てる
育てる

上手に使う
上手に使う

植林植林

下草刈り下草刈り

花粉の少ない
苗木への植替え
花粉の少ない
苗木への植替え

枝打ち枝打ち間伐間伐

二度目の
間伐
二度目の
間伐

主伐主伐



　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
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通
直
に
育

ち
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加
工
等
が
し
や
す
い
た
め
、

建
築
材
や
家
具
材
な
ど
と
し
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私

た
ち
の
生
活
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
き
た
樹
種
で
す
。
こ
の
た
め
、

古
く
か
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各
地
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ス
ギ
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ヒ
ノ
キ

が
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き
ま
し
た
。
戦
後

の
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧
や
、
高

度
経
済
成
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需
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が
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１
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と
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し
た
。
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・
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迎
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の
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す
。
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迎
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の
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れ
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ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
花
粉
発
生
源
対
策

を
推
進
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り
、
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発
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を
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本
の
斧
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て
、

①
花
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を
大
量
に
飛
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せ
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ス
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キ
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の
伐
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、

②
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え
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少
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い
森
林
へ
の
転
換
を
進
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と
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に
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花
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飛
散
を
防

止
す
る
技
術
の
実
用
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ

に
つ
い
て
は
、
花
粉
を
全
く
発
生

さ
せ
な
い
品
種
の
開
発
や
、
花
粉

量
が
通
常
の
半
分
程
度
で
成
長
が

良
い
苗
木
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
の

品
種
の
生
産
が
大
幅
に
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
粉
の
少

な
い
苗
木
の
生
産
量
は
、
２
０
１

８
年
度
に
は
１
千
万
本
を
越
え
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
５
割
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
に
は
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
７
割
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
利
用
期
を
迎
え

た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
循
環
利
用

を
確
立
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
と
森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
実
現
を

通
じ
て
、
引
き
続
き
花
粉
発
生
源

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
毎
年
、
最
新
の
花
粉
発

生
源
対
策
の
取
組
や
花
粉
予
測
な
ど
を

紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
12
月
17
日
に
千
葉

県
に
お
い
て
開
催
し
、
約
１
０
０
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
林
野
庁
の
花

粉
発
生
源
対
策
や
千
葉
県
の
花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
の
開
発
等

の
取
組
、
花
粉
症
対
策
品
種
の
紹
介
、

花
粉
と
気
候
の
関
係
、
花
粉
症
の
治
療

法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
近
隣
の
ス
ギ
林
へ
の
対
応

や
、
花
粉
症
治
療
に
か
か
る
具
体
的
な

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、会
場

で
は
空
気
清
浄
機
や
マ
ス
ク
な
ど
の
花

粉
対
策
製
品
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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【スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム2022】【スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム2022】

注：2017年度までは花粉症対策苗木、2018年度からは花粉症対策に資する苗木を集計注：2017年度までは花粉症対策苗木、2018年度からは花粉症対策に資する苗木を集計

花粉の少ないスギ苗木の生産量等の推移花粉の少ないスギ苗木の生産量等の推移

出典：林野庁業務資料出典：林野庁業務資料
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主
伐・再
造
林
に
向
け
た
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
と
の
連
携

主
伐・再
造
林
に
向
け
た
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
と
の
連
携

フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

石
川
県
南
加
賀
農
林
総
合
事
務
所

森
林
部
副
部
長
兼
林
業
振
興
課
長

小
島 

秀
博

主伐実施箇所（石川県輪島市内）

主伐再造林に関するアンケート調査結果（抜粋）

①マイナスにならない程度

①マイナスに
ならない程度

②50万円/ha程度

②50万円/ha程度

③100万円/ha程度
③100万円
　/ha程度

④その他

④その他
どの程度の収入があるようなら、森林の主伐再造林を行いますか？

１　
は
じ
め
に

私
は
、
平
成
27
年
度
に
森
林
総
合
監
理

士
の
資
格
を
取
得
し
、
森
林
総
合
監
理
士

に
求
め
ら
れ
る
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視

点
に
立
っ
て
、
こ
れ
ま
で
職
務
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
県
で
は
森
林
資
源
の
多
く

が
成
熟
期
を
迎
え
、
主
伐
・
再
造
林
に
よ

る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
一
層
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
中
、
依

然
と
し
て
、
林
業
の
収
益
力
や
安
全
性
の

向
上
、
担
い
手
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
の
出

先
機
関
で
勤
務
す
る
活
動
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　
奥
能
登
農
林
総
合
事
務

所
で
の
取
組

令
和
３
年
度
は
、
県
の
最
北
部
、
能
登

半
島
に
あ
る
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

当
管
内
は
県
内
で
も
有
数
の
森
林
資
源

が
豊
富
な
地
域
で
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る

森
林
所
有
者
の
意
欲
の
低
下
や
担
い
手
不

足
等
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主
伐
・
再

造
林
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
現
在
の
森
林
所
有

者
の
主
伐
・
再
造
林
に
対
す
る
意
向
の
把

握
を
行
う
た
め
に
、
主
伐
・
再
造
林
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
1
7
9
名
の
回
答
の
う

ち
約
６
割
が
「
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
程

度
〜
50
万
円
／
ha
程
度
の
収
入
で
あ
れ
ば

主
伐
・
再
造
林
を
行
い
た
い
」
と
答
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
当
管
内
で
は
少
数
と
考

え
ら
れ
て
き
た
主
伐
・
再
造
林
を
希
望
す

る
森
林
所
有
者
が
相
当
の
割
合
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
を
、

森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
主
伐
・
再
造
林
の
施
業
提
案
等
、

合
意
形
成
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
が
実
施
し
た
航
空
レ
ー
ザ
測

量
・
森
林
解
析
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
森
林

資
源
量
調
査
や
路
網
設
計
等
の
効
率
化
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
測

量
・
解
析
デ
ー
タ
を
森
林
ク
ラ
ウ
ド
等
で

森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
等
と
共
有
し
、

林
分
材
積
、
立
木
密
度
分
布
、
微
地
形
、

傾
斜
等
の
確
認
方
法
や
、
路
網
の
線
形
、

横
断
の
検
討
方
法
等
を
指
導
し
ま
し
た
。

各
組
織
の
担
当
者
か
ら
は
、
デ
ー
タ
等
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
認
識
が
深
ま
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

３　
南
加
賀
農
林
総
合
事
務

所
で
の
取
組

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
県
南
部
の
南
加

賀
農
林
総
合
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。当
管
内
で
は
主
伐・再
造
林
は
少
し
ず

つ
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
不
足
や
境
界
の
明
確
化
、
苗
木

の
確
保
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
前
任
地
で
の
活
動
経
験
を
活

か
し
て
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
・
森
林
解
析

デ
ー
タ
な
ど
の
活
用
を
森
林
組
合
の
職
員

に
指
導
し
、
境
界
の
明
確
化
作
業
の
効
率

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実
際
に
研
修
の

参
加
者
か
ら
は
、「
作
業
効
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
声
も
聞
い
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
現
場
で
定
着
し
つ
つ

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
苗
木
に
つ
い
て
は
、
地
元
森
林

組
合
と
社
会
福
祉
施
設
の
林
福
連
携
の
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
広
葉
樹
の

コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
県
林
業
試
験
場
に
も
協
力

を
依
頼
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
管
理
研

修
や
散
水
等
の
生
産
指
導
等
を
行
い
、
今

年
度
は
広
葉
樹
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
約
１
万

本
生
産
で
き
る
見
込
み
と
な
り
、
生
産
体

制
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
指
導
の
ほ
か
、

低
コ
ス
ト
再
造
林
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

４　
結
び
に

　
森
林
総
合
監
理
士
の
仕
事
は
、
長
期
的

か
つ
広
域
的
な
視
点
に
立
ち
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
関
係
者
等
の
緊
密
な
協
力

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
も
こ
れ

を
念
頭
に
、
市
町
村
や
関
係
業
界
の
担
当

者
に
対
し
て
、
効
果
的
な
普
及
指
導
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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航空レーザ測量・森林解析データを活用した研修

南加賀農林総合事務所での研修

コンテナ苗の植栽管理研修

コンテナ苗の生産指導

１　
は
じ
め
に

私
は
、
平
成
27
年
度
に
森
林
総
合
監
理

士
の
資
格
を
取
得
し
、
森
林
総
合
監
理
士

に
求
め
ら
れ
る
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視

点
に
立
っ
て
、
こ
れ
ま
で
職
務
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
県
で
は
森
林
資
源
の
多
く

が
成
熟
期
を
迎
え
、
主
伐
・
再
造
林
に
よ

る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
一
層
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
中
、
依

然
と
し
て
、
林
業
の
収
益
力
や
安
全
性
の

向
上
、
担
い
手
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
の
出

先
機
関
で
勤
務
す
る
活
動
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　
奥
能
登
農
林
総
合
事
務

所
で
の
取
組

令
和
３
年
度
は
、
県
の
最
北
部
、
能
登

半
島
に
あ
る
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

当
管
内
は
県
内
で
も
有
数
の
森
林
資
源

が
豊
富
な
地
域
で
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る

森
林
所
有
者
の
意
欲
の
低
下
や
担
い
手
不

足
等
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主
伐
・
再

造
林
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
現
在
の
森
林
所
有

者
の
主
伐
・
再
造
林
に
対
す
る
意
向
の
把

握
を
行
う
た
め
に
、
主
伐
・
再
造
林
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
1
7
9
名
の
回
答
の
う

ち
約
６
割
が
「
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
程

度
〜
50
万
円
／
ha
程
度
の
収
入
で
あ
れ
ば

主
伐
・
再
造
林
を
行
い
た
い
」
と
答
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
当
管
内
で
は
少
数
と
考

え
ら
れ
て
き
た
主
伐
・
再
造
林
を
希
望
す

る
森
林
所
有
者
が
相
当
の
割
合
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
を
、

森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
主
伐
・
再
造
林
の
施
業
提
案
等
、

合
意
形
成
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
が
実
施
し
た
航
空
レ
ー
ザ
測

量
・
森
林
解
析
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
森
林

資
源
量
調
査
や
路
網
設
計
等
の
効
率
化
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
測

量
・
解
析
デ
ー
タ
を
森
林
ク
ラ
ウ
ド
等
で

森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
等
と
共
有
し
、

林
分
材
積
、
立
木
密
度
分
布
、
微
地
形
、

傾
斜
等
の
確
認
方
法
や
、
路
網
の
線
形
、

横
断
の
検
討
方
法
等
を
指
導
し
ま
し
た
。

各
組
織
の
担
当
者
か
ら
は
、
デ
ー
タ
等
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
認
識
が
深
ま
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

３　
南
加
賀
農
林
総
合
事
務

所
で
の
取
組

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
県
南
部
の
南
加

賀
農
林
総
合
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。当
管
内
で
は
主
伐・再
造
林
は
少
し
ず

つ
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
不
足
や
境
界
の
明
確
化
、
苗
木

の
確
保
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
前
任
地
で
の
活
動
経
験
を
活

か
し
て
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
・
森
林
解
析

デ
ー
タ
な
ど
の
活
用
を
森
林
組
合
の
職
員

に
指
導
し
、
境
界
の
明
確
化
作
業
の
効
率

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実
際
に
研
修
の

参
加
者
か
ら
は
、「
作
業
効
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
声
も
聞
い
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
現
場
で
定
着
し
つ
つ

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
苗
木
に
つ
い
て
は
、
地
元
森
林

組
合
と
社
会
福
祉
施
設
の
林
福
連
携
の
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
広
葉
樹
の

コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
県
林
業
試
験
場
に
も
協
力

を
依
頼
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
管
理
研

修
や
散
水
等
の
生
産
指
導
等
を
行
い
、
今

年
度
は
広
葉
樹
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
約
１
万

本
生
産
で
き
る
見
込
み
と
な
り
、
生
産
体

制
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
す
。
来
年

度
以
降
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
指
導
の
ほ
か
、

低
コ
ス
ト
再
造
林
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

４　
結
び
に

　
森
林
総
合
監
理
士
の
仕
事
は
、
長
期
的

か
つ
広
域
的
な
視
点
に
立
ち
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
関
係
者
等
の
緊
密
な
協
力

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
も
こ
れ

を
念
頭
に
、
市
町
村
や
関
係
業
界
の
担
当

者
に
対
し
て
、
効
果
的
な
普
及
指
導
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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潤
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Ｏ
２
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収
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１　
は
じ
め
に

熊
本
県
で
は
、
県
土
面
積
の
62
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
先
人
が
長
年
に
わ

た
り
育
成
し
て
き
た
森
林
は
、
資
源
の
成

熟
が
進
み
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

一
方
で
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
、

多
く
の
山
地
災
害
や
林
道
施
設
等
へ
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
林
業
の

生
産
基
盤
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
森
林
資
源
を
フ
ル

活
用
し
た
、
な
り
わ
い
・
産
業
の
再
生
・

創
出
を
行
い
、
流
域
全
体
の
総
合
力
で
災

害
へ
の
対
応
を
行
う
「
緑
の
流
域
治
水
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
県
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
未
来
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
令
和
元
年
12
月
、
国

に
先
駆
け
て
「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

況
に
あ
る
中
、
森
林
経
営
管
理
制
度
（
以

下
「
制
度
」）
の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村

の
業
務
は
増
加
、
多
様
化
し
て
お
り
、
そ

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、

市
町
村
に
対
し
て
、
林
業
普
及
指
導
員
に

よ
る
制
度
の
周
知
や
、
委
託
事
業
等
に
よ

る
相
談
窓
口
の
設
置
、
巡
回
指
導
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
県

で
の
支
援
を
一
元
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
窓
口
で
市
町
村
を
支
援
で
き
る
よ
う

「
森
林
経
営
管
理
制
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
1
）。

当
初
は
、
市
町
村
か
ら
、「
制
度
の
事

務
に
つ
い
て
何
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
県

内
43
の
市
町
村
の
う
ち
９
割
の
市
町
村
に

お
い
て
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
が
実

施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
森
林
所

②
　
人
材
の
確
保
・
育
成

森
林
の
経
営
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
森
林
整
備
に
従
事
す
る
林
業
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」
を

開
校
し
ま
し
た
。

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
の
研
修
課
程

は
、
研
修
生
の
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
に
応
じ

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
²
の
排
出
削
減
と
併
せ
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

令
和
４
年
度
に
、
県
分
と
し
て
1
・
6
億

円
、
市
町
村
分
と
し
て
11
・
9
億
円
が
譲

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
て
、
市
町

村
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
が
円

滑
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 ２　
県
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

　
用
し
た
市
町
村
支
援

多
く
の
市
町
村
で
は
、
森
林
・
林
業
に

精
通
し
た
専
門
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状

図1 ： 熊本県の森林経営管理制度の市町村支援体制

市町村における森林経営管理制度の進捗状況（県内４３市町村※）

令和元～２年度 令和３～４年度

林業普及指導員
による制度説明

【令和元～４年度までの実績見込み】

専門員による
相談窓口の設置

委託による
巡回指導

森林経営管理制度サポート
センターによるワンストップ支援一元化

① 意向調査の実施 ：42市町村

② 森林の現況調査等：32市町村

③ 集積計画等の策定：16市町村

④ 森林整備の実施 ：12市町村

※森林経営管理制度の対象となる森林を有する市町村

て
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
新
規
就
業
者
育
成
コ
ー
ス
（
長

期
課
程
）
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
や
苗
木
運
搬
ド
ロ
ー
ン
等
の

ハ
イ
テ
ク
機
械
を
導
入
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
、
森
林
調
査
か
ら
造
林
、
育
林
、
素

材
生
産
、
木
材
の
利
用
、
森
林
経
営
の
管

理
等
の
林
業
に
必
要
な
技
術
と
現
場
力
を

身
に
付
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

こ
れ
ま
で
、
53
名
の
卒
業
生
が
県
内
の

森
林
組
合
や
林
業
会
社
等
に
就
職
し
（
図

3
）、
地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森

林
整
備
の
現
場
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

 ３　
市
町
村
の
森
林
環
境
譲
与
税

　
の
活
用
支
援

県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て
、
所
有
者

か
ら
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
箇
所
で
の
森
林

整
備
や
林
業
従
事
者
の
就
労
環
境
改
善
に

関
す
る
事
業
の
提
案
、
市
町
村
に
専
門
配

置
さ
れ
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育

成
等
を
通
じ
て
、
施
策
の
予
算
化
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
担
当
職
員
の

み
な
ら
ず
、
市
町
村
長
と
も
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
に
よ
り
、
同
税
の
更
な
る
活
用

促
進
に
努
め
た
結
果
、
当
年
度
の
譲
与
額

の
ほ
と
ん
ど
が
予
算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
（
図
4
）。 

有
者
か
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
経
営
管

理
権
集
積
計
画
を
作
成
す
る
か
を
判
断
す

る
た
め
の
森
林
の
現
況
調
査
等
が
順
次
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
年
度
末
ま
で
に
３
割

の
市
町
村
で
集
積
計
画
の
作
成
や
間
伐
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
お
わ
り
に

本
県
で
は
、
主
伐
面
積
の
拡
大
に
対
応

し
て
、
独
自
の
事
業
者
支
援
策
を
講
じ
る

な
ど
再
造
林
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す

（
図
5
）
が
、
減
少
が
続
く
育
林
従
事
者

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
県
で
は
、
林
業
未
経
験
者
の
雇

用
や
従
事
者
の
待
遇
改
善
と
い
っ
た
支
援

措
置
、
林
業
大
学
校
の
生
徒
数
の
拡
大
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
効
率
的
に
運
用
す

る
地
域
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
な
が
ら
こ
う
し
た
新
た
な

取
組
を
進
め
、「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向
け
て
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
①
　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
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１　
は
じ
め
に

熊
本
県
で
は
、
県
土
面
積
の
62
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
先
人
が
長
年
に
わ

た
り
育
成
し
て
き
た
森
林
は
、
資
源
の
成

熟
が
進
み
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

一
方
で
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
、

多
く
の
山
地
災
害
や
林
道
施
設
等
へ
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
林
業
の

生
産
基
盤
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
森
林
資
源
を
フ
ル

活
用
し
た
、
な
り
わ
い
・
産
業
の
再
生
・

創
出
を
行
い
、
流
域
全
体
の
総
合
力
で
災

害
へ
の
対
応
を
行
う
「
緑
の
流
域
治
水
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
県
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
未
来
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
令
和
元
年
12
月
、
国

に
先
駆
け
て
「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

況
に
あ
る
中
、
森
林
経
営
管
理
制
度
（
以

下
「
制
度
」）
の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村

の
業
務
は
増
加
、
多
様
化
し
て
お
り
、
そ

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、

市
町
村
に
対
し
て
、
林
業
普
及
指
導
員
に

よ
る
制
度
の
周
知
や
、
委
託
事
業
等
に
よ

る
相
談
窓
口
の
設
置
、
巡
回
指
導
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
県

で
の
支
援
を
一
元
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
窓
口
で
市
町
村
を
支
援
で
き
る
よ
う

「
森
林
経
営
管
理
制
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
1
）。

当
初
は
、
市
町
村
か
ら
、「
制
度
の
事

務
に
つ
い
て
何
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
県

内
43
の
市
町
村
の
う
ち
９
割
の
市
町
村
に

お
い
て
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
が
実

施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
森
林
所

②
　
人
材
の
確
保
・
育
成

森
林
の
経
営
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
森
林
整
備
に
従
事
す
る
林
業
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」
を

開
校
し
ま
し
た
。

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
の
研
修
課
程

は
、
研
修
生
の
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
に
応
じ

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
²
の
排
出
削
減
と
併
せ
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

令
和
４
年
度
に
、
県
分
と
し
て
1
・
6
億

円
、
市
町
村
分
と
し
て
11
・
9
億
円
が
譲

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
れ
ら
の
財
源
を
活
用
し
て
、
市
町

村
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
が
円

滑
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 ２　
県
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

　
用
し
た
市
町
村
支
援

多
く
の
市
町
村
で
は
、
森
林
・
林
業
に

精
通
し
た
専
門
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状▲間伐に従事する林業大学校の卒業生

森林組合
10人 (19%)

その他（自伐等）
3人 (6%)
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図2 ： 「くまもと林業大学校」のコース紹介（Ｒ４）

図3 ： くまもと林業大学校
　　  卒業生の就職先

自伐林家育成コース林業体験・学習コース 新規就業者育成コース 従事者・経営者育成コース

※１年＝座学50日、現場150日

15日 4日 ー 10日 200日 6日 31日 延べ30日
程度 5日7日

100人 120人 20人 ー 10人 20人 50人 50人 20人
定度 10人

日 

数
人 

数

林業に興味
ある一般の方 高校生 自伐林家

（希望者）
林業研究
グループ等

新規就業
希望者等

新規
就業希望者

女性
担い手

従事者
（初級者）

従事者
（中上級者）

林業
経営者

公開講座 高校生
体験研修 基礎講座 林研グループ

等養成 短期課程 長期課程 女性担い手
育成研修 基礎課程 指導者

育成課程
経営者
育成課程

◇森林・
林業に魅
力と親し
みを感じ
る機会の
提供

◇林業担
い手に魅
力を感じ
ることの
できる人
材を育成

◇林業基
礎講座に
て自伐林
家を育成

◇地域の
リーダー
となる人
材を育成

◇速やか
に林業に
就業でき
る人材を
育成

◇200日
間にて林
業技術者
の即戦力
を育成

◇女性担
い手のリ
ーダー育
成

◇第１線
で効率的
な作業が
できる人
材を育成

◇認定指導
者の育成
①リーダー基礎
②リーダー実践
③認定指導者育
成

◇熊本の
林業をリ
ードする
経営者等
の育成

て
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
新
規
就
業
者
育
成
コ
ー
ス
（
長

期
課
程
）
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
や
苗
木
運
搬
ド
ロ
ー
ン
等
の

ハ
イ
テ
ク
機
械
を
導
入
し
た
授
業
を
取
り

入
れ
、
森
林
調
査
か
ら
造
林
、
育
林
、
素

材
生
産
、
木
材
の
利
用
、
森
林
経
営
の
管

理
等
の
林
業
に
必
要
な
技
術
と
現
場
力
を

身
に
付
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

こ
れ
ま
で
、
53
名
の
卒
業
生
が
県
内
の

森
林
組
合
や
林
業
会
社
等
に
就
職
し
（
図

3
）、
地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森

林
整
備
の
現
場
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

 ３　
市
町
村
の
森
林
環
境
譲
与
税

　
の
活
用
支
援

県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て
、
所
有
者

か
ら
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
箇
所
で
の
森
林

整
備
や
林
業
従
事
者
の
就
労
環
境
改
善
に

関
す
る
事
業
の
提
案
、
市
町
村
に
専
門
配

置
さ
れ
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育

成
等
を
通
じ
て
、
施
策
の
予
算
化
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
担
当
職
員
の

み
な
ら
ず
、
市
町
村
長
と
も
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
に
よ
り
、
同
税
の
更
な
る
活
用

促
進
に
努
め
た
結
果
、
当
年
度
の
譲
与
額

の
ほ
と
ん
ど
が
予
算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
（
図
4
）。 

有
者
か
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
経
営
管

理
権
集
積
計
画
を
作
成
す
る
か
を
判
断
す

る
た
め
の
森
林
の
現
況
調
査
等
が
順
次
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
年
度
末
ま
で
に
３
割

の
市
町
村
で
集
積
計
画
の
作
成
や
間
伐
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
お
わ
り
に

本
県
で
は
、
主
伐
面
積
の
拡
大
に
対
応

し
て
、
独
自
の
事
業
者
支
援
策
を
講
じ
る

な
ど
再
造
林
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す

（
図
5
）
が
、
減
少
が
続
く
育
林
従
事
者

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

現
在
、
県
で
は
、
林
業
未
経
験
者
の
雇

用
や
従
事
者
の
待
遇
改
善
と
い
っ
た
支
援

措
置
、
林
業
大
学
校
の
生
徒
数
の
拡
大
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
効
率
的
に
運
用
す

る
地
域
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
な
が
ら
こ
う
し
た
新
た
な

取
組
を
進
め
、「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
²

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向
け
て
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

図4 ： 市町村譲与額と市町村での予算額
※括弧書きは当年度譲与額
　に対する予算化率
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　き　　そ

木曾森林鉄道（遺産群）

日本の林業遺産を知ろう

▲ 観光用に復活した森林鉄道（上松町）

東京大学  柴崎　茂光

　
　
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
森
林
資
源
に
恵
ま

　
　
　
れ
た
木
曽
地
方
は
、
江
戸
時
代
に

は
尾
張
徳
川
藩
の
林
業
地
と
し
て
栄
え
、

河
川
を
活
用
し
て
材
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
林
野
の
大
半
は

御
料
林
や
国
有
林
に
編
入
さ
れ
、
20
世
紀

に
入
る
と
効
率
的
に
大
量
の
木
材
を
運
搬

す
る
た
め
に
森
林
鉄
道
の
建
設
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
職
員
・
作
業
員
へ
の

物
資
を
輸
送
す
る
た
め
に
、
1
9
0
1
年

に
阿
寺
軽
便
軌
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
1
5
年
に
は
、
中
部
地
方
初
の
森
林

鉄
道
と
し
て
、
上
松
貯
木
場
を
起
点
と
す

る
小
川
森
林
鉄
道
が
一
部
開
通
し
、
翌
年

に
全
線
開
通
し
ま
す
。
1
9
1
7
年
に
は
、

王
滝
森
林
鉄
道
の
建
設
も
開
始
し
ま
す
。

深
い
木
曽
谷
を
分
け
入
り
な
が
ら
軌
道

が
通
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国
産
最
古
の

ト
ラ
ス
橋
と
さ
れ
る
鬼
淵
鉄
橋
な
ど
、
当

時
の
最
新
技
術
を
投
入
し
た
構
造
物
も
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
を
積
ん
だ

ト
ロ
ッ
コ
や
客
車
を
け
ん
引
す
る
た
め
に

は
、
機
関
車
の
力
が
必
要
で
す
。
小
川
森

林
鉄
道
の
開
通
時
に
、
米
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
の
が
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
蒸
気
機
関

車
」
で
し
た
。
現
在
、
動
態
保
存
さ
れ
て

い
る
蒸
気
機
関
車
が
現
役
を
引
退
す
る

1
9
5
9
年
ま
で
に
、
運
行
距
離
は
42
万

㎞
を
誇
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
、
往
時
の

鉄
橋
や
蒸
気
機
関
車
の
う
ち
現
存
す
る
も
の

が
、
林
業
遺
産
の
主
た
る
選
定
資
産
と
な
っ

林業
遺産
林
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ヒ

て
い
ま
す
。

　
　
て
、
木
材
を
運
ぶ
た
め
に
敷
設
さ

　
　
　
れ
た
森
林
鉄
道
で
す
が
、
運
材
列

車
に
客
車
が
連
結
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
住

民
を
運
ぶ
足
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

各
所
の
運
材
用
の
停
車
場
は
、
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
は
駅
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
要
請
を
受
け
、

小
川
線
の「
こ
ま
ど
り
号
」、王
滝
線
の「
や

ま
ば
と
号
」
な
ど
、
通
学
専
用
の
客
車
な

ど
も
運
行
し
ま
し
た
。
ま
た
森
林
鉄
道
の

存
在
は
地
域
に
経
済
的
な
効
果
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
滝
越
停
車
場
の
近
く
の
商
店

は
、売
上
が
郡
下
で
一
番
多
い
と
い
わ
れ
、

「
デ
パ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
繁
盛
し

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
林
道
の
整
備
が
進
み
、
木
材
が

林
内
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
相
対
的
な
優
位
性
が
失
わ
れ
、

森
林
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
王

滝
森
林
鉄
道
も
、
1
9
7
5
年
に
廃
止
さ

れ
、
木
曽
谷
の
森
林
鉄
道
の
歴
史
は
事
実

上
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
お
、
廃
線
後
も
木
曽
森
林
鉄
道
に

　
　
　
関
す
る
一
部
の
資
産
は
、
観
光
・

教
育
資
源
と
し
て
再
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
赤
沢
自
然
休
養
林
（
1
9
7
0
年

開
設
）
の
中
に
、
森
林
鉄
道
記
念
館
が

1
9
7
8
年
に
開
館
し
、レ
ー
ル
や
看
板
、

車
両
な
ど
往
時
を
偲
ぶ
資
料
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
8
7
年
に
は
、

同
自
然
休
養
林
内
の
保
存
軌
道
の
う
ち
、

1
・
1
㎞
を
往
復
す
る
観
光
用
の
赤
沢
森

林
鉄
道
が
復
活
し
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
、

年
間
５
〜
８
万
人
前
後
の
利
用
者
が
い
ま

し
た
（
4
〜
11
月
運
行
）。
王
滝
村
の
松

原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、「
林
鉄
バ
イ
ク
」

を
こ
い
で
1
周
1
・
5
㎞
の
レ
ー
ル
を
周

回
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
（
４
〜
10
月
）。
林
業
遺

産
に
選
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
存
す

る
木
曽
森
林
鉄
道
遺
構
・
資
料
群
の
ご
く

一
部
で
す
が
、選
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

数
多
く
の
「
地
域
の
宝
」
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
観
光
協
会
や
関
係
者
が
協
力
す
る

形
で
、
か
つ
て
の
職
員
・
作
業
員
の
方
々

の
記
憶
を
残
す
取
り
組
み
も
続
い
て
い

ま
す
。

　
　
0
2
0
年
か
ら
蔓
延
が
続
く
新
型

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
少
し
ず
つ
落
ち

着
き
を
み
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
が
木
曽
地
方
を
訪
れ
、
林
業
や
森

林
鉄
道
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学
び
、

体
感
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
上
松
町
観
光
協
会
、
植
木
雅
史
氏
、

王
滝
村
教
育
委
員
会
、
大
桑
村
役
場
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ   

て
ら
け
い
べ
ん

あ
げ
ま
つ

お
に
ぶ
ち
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る
な
ど
、
地
域
住

民
を
運
ぶ
足
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

各
所
の
運
材
用
の
停
車
場
は
、
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
は
駅
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
要
請
を
受
け
、

小
川
線
の「
こ
ま
ど
り
号
」、王
滝
線
の「
や

ま
ば
と
号
」
な
ど
、
通
学
専
用
の
客
車
な

ど
も
運
行
し
ま
し
た
。
ま
た
森
林
鉄
道
の

存
在
は
地
域
に
経
済
的
な
効
果
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
滝
越
停
車
場
の
近
く
の
商
店

は
、売
上
が
郡
下
で
一
番
多
い
と
い
わ
れ
、

「
デ
パ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
繁
盛
し

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
林
道
の
整
備
が
進
み
、
木
材
が

林
内
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
相
対
的
な
優
位
性
が
失
わ
れ
、

森
林
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
王

滝
森
林
鉄
道
も
、
1
9
7
5
年
に
廃
止
さ

れ
、
木
曽
谷
の
森
林
鉄
道
の
歴
史
は
事
実

上
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
お
、
廃
線
後
も
木
曽
森
林
鉄
道
に

　
　
　
関
す
る
一
部
の
資
産
は
、
観
光
・

教
育
資
源
と
し
て
再
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
赤
沢
自
然
休
養
林
（
1
9
7
0
年

開
設
）
の
中
に
、
森
林
鉄
道
記
念
館
が

1
9
7
8
年
に
開
館
し
、レ
ー
ル
や
看
板
、

車
両
な
ど
往
時
を
偲
ぶ
資
料
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
8
7
年
に
は
、

同
自
然
休
養
林
内
の
保
存
軌
道
の
う
ち
、

1
・
1
㎞
を
往
復
す
る
観
光
用
の
赤
沢
森

林
鉄
道
が
復
活
し
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
、

年
間
５
〜
８
万
人
前
後
の
利
用
者
が
い
ま

し
た
（
4
〜
11
月
運
行
）。
王
滝
村
の
松

原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、「
林
鉄
バ
イ
ク
」

を
こ
い
で
1
周
1
・
5
㎞
の
レ
ー
ル
を
周

回
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
（
４
〜
10
月
）。
林
業
遺

産
に
選
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
存
す

る
木
曽
森
林
鉄
道
遺
構
・
資
料
群
の
ご
く

一
部
で
す
が
、選
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

数
多
く
の
「
地
域
の
宝
」
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
観
光
協
会
や
関
係
者
が
協
力
す
る

形
で
、
か
つ
て
の
職
員
・
作
業
員
の
方
々

の
記
憶
を
残
す
取
り
組
み
も
続
い
て
い

ま
す
。

　
　
0
2
0
年
か
ら
蔓
延
が
続
く
新
型

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
少
し
ず
つ
落
ち

着
き
を
み
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
が
木
曽
地
方
を
訪
れ
、
林
業
や
森

林
鉄
道
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学
び
、

体
感
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
上
松
町
観
光
協
会
、
植
木
雅
史
氏
、

王
滝
村
教
育
委
員
会
、
大
桑
村
役
場
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ

な

2

た
き
ご
し

▲ 昭和初期の鬼渕鉄橋（所蔵：上田文昭）▲ 現在の鬼淵鉄橋（上松町）▲ 1970年代初めの鯎川林道 東川作業軌道 五段木橋
    付近（撮影：向井孝）

▲ 林鉄バイク(王滝村)

▲ 田島停車場跡地

▲ 第一阿寺川橋梁（大桑村）

▲ 遠足で「やまばと号」を利用する王滝小学校の児童
　（田島停車場、1960年代初め）（所蔵：大家親）



SERIES. 国有林野事業の取組

令和４年度
国有林野事業 業務研究発表会

　
昨
年
11
月
24
日
に
開
催
し
た
発
表
会
で

は
、「
森
林
技
術
部
門
」
９
課
題
、「
森
林

ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」
８
課
題
、

「
森
林
保
全
部
門
」
６
課
題
と
、
３
部
門

で
計
23
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
の
取
組
と
し
て
、
発
表

者
と
同
じ
立
場
の
森
林
管
理
局
・
署
の

職
員
が
優
秀
だ
と
思
っ
た
課
題
に
投
票

を
行
い
、
部
門
ご
と
に
「
職
員
が
選
ぶ

『
令
和
四
年
度
業
務
研
究
大
賞
』
」
を
選

定
し
ま
し
た
。
業
務
研
究
大
賞
は
、
森

林
技
術
部
門
で
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

地
図
ア
プ
リ
の
請
負
事
業
体
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
と
普
及
活
動
」
が
、
森

林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
で
は

「
『
檜
皮
の
森
』
森
林
整
備
協
定
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
「
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
♥
桜
の

記
念
植
樹
に
よ
る
地
域
貢
献
〜
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
の
取
組
〜
」
の
2
課
題
が
、
森

林
保
全
部
門
で
は
「
ノ
ウ
サ
ギ
の
森
林
被

害
防
止
の
た
め
の
誘
引
及
び
捕
獲
試
験
に

つ
い
て
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
誌
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る

審
査
に
お
い
て
、
林
野
庁
長
官
賞
（
最
優

秀
賞
）
を
受
賞
し
た
各
部
門
３
課
題
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
の
課
題
の
ほ
か
に

も
、
優
れ
た
発
表
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　国有林野事業業務研究発表会は、全国で国有林野の管理経営に携わる林野庁
職員が、効率的な森林整備、森林環境教育の推進、民有林支援などのフォレスター
活動、森林生態系の保全管理等の業務上の様々な諸課題に対して、現場で創意
工夫を実践し、結果の考察を組織全体で共有し、今後の業務の改善につなげて
いくとともに広く一般に発信・普及することを目的に毎年開催しています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/kenkyu_happyo/index.html
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写真　事務所内PCからの遠隔臨場

表　臨場に係る時間の比較

※「その他」には、自宅からのテレワークによる対応、他現場からの
　 タブレットによる遠隔臨場を含む。
※「現場臨場時間（想定）」には、臨場箇所（施工箇所、資材置場、
　 試験場）までの移動時間を含む。

R2.12.11

R2.12.15

R2.12.23

R3.1.15

R3.1.18

R3.1.19

R3.1.20

R3.1.22

R3.1.26

R3.1.27

R3.1.29

R3.2.25

材料検査等

材料検査

出来形確認等

削工確認等

品質試験等

品質試験

材料検査

品質試験

材料検査

材料確認等

材料検査

出来形確認

合　計

事務所

事務所

その他

その他

その他

その他

事務所

事務所

その他

その他

事務所

その他

45分

60分

60分

60分

60分

60分

10分

20分

5分

90分

30分

60分

9時間20分

100分

175分

110分

140分

220分

140分

85分

120分

85分

130分

90分

100分

24時間55分

-15時間35分

実施日 内　容 場　所 遠隔臨場
時間

現場臨場
時間（想定）

効率化時間（想定）

令和４年度 国有林野事業 業務研究発表会SE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

取
組
の
背
景

　
建
設
業
界
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に
は
働

き
方
改
革
、
I
C
T
技
術
の
活
用
等
を
通

じ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
対
応
な
ど
を
図

る
た
め
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で

は
令
和
２
年
度
に
管
内
の
治
山
事
業
箇
所

に
お
い
て
施
工
管
理
の
試
行
と
し
て
、

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
臨
場
を
実

施
し
ま
し
た
。

◆ 

取
組
の
経
過
と
実
行
結
果

　
「
遠
隔
臨
場
」
と
は
、
工
事
の
監
督
職

員
と
受
注
者
が
カ
メ
ラ
等
を
双
方
向
通
信

で
使
用
し
、
映
像
と
音
声
に
よ
り
現
場
確

認
等
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
従
来
は

監
督
職
員
自
ら
が
現
地
に
赴
き
、
確
認
作

業
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
出
張
日
程

が
整
わ
ず
現
場
作
業
を
滞
ら
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
遠
隔
臨
場
で
は
事
務
所
の

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
監
督
用
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
出
張
の
費
用
や
移
動
時
間
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
）
。

　
実
際
、
約
３
か
月
の
遠
隔
臨
場
の
実
施

期
間
中
、
監
督
業
務
に
要
す
る
時
間
は
、
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
（
表
）
。
ま
た
、
円

滑
な
進
行
管
理
、
感
染
症
対
策
な
ど
様
々

な
面
で
も
有
効
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

◆ 

考
察

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
管
内
の
実
施
可
能

な
治
山
事
業
箇
所
で
は
、
積
極
的
に
遠
隔

臨
場
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
波
不

通
地
域
に
お
い
て
は
、
試
験
的
に
通
信
改

善
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
遠
隔
臨
場
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
問
題
点
等
を
改
善

し
、
さ
ら
な
る
臨
場
の
効
率
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

治
山
事
業
に
お
け
る
I
C
T
活
用
の
取
組
に
つ
い
て

　
〜
遠
隔
臨
場
の
実
施
〜

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

山本 康二
奈良森林管理事務所

こう  じ

山本 雅志
まさ  し

治山課

森
林
技
術
部
門
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写真　森林環境教育の様子

表　「自然環境への感受性・認識・意欲」を問う質問項目

森へ行くことが好きだ
森は暗くて怖いところだ
自然の中の活動は気持ちがいい
草花や自然の景色を見て感動することがある
自分の住む町の自然が好きだ
森の木を切るのはかわいそうだ
森の生き物のことをよく知っている
森の木を切ってもよい時がある
自然と人間の生活には深いつながりがある
森は人間にとって必要な存在だと思う
環境問題に興味･関心がある
自然を守るために何かしたい
将来、自然や環境に関わる仕事をしたい

質問事項の内容 意識変化

感受性

認　識

意　欲

○

○

○

◆ 

取
組
の
背
景

　
青
森
森
林
管
理
署
で
は
、
地
域
の
小
中

学
生
に
対
し
、
年
に
数
回
森
林
環
境
教
育

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
体
験
型

の
紙
芝
居
を
作
成
し
、
森
林
の
役
割
や
林

業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

　
こ
の
取
組
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
教
育
内
容
が
参
加
者
に
与
え
る
影
響

を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
参
加
者
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
教
育

内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 
取
組
の
方
法

　
青
森
市
内
の
小
学
校
２
校
と
森
林
率
の

高
い
外
ヶ
浜
町
の
小
中
学
校
３
校
の
延
べ

3
4
1
名
の
小
中
学
生
に
、
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
は
、
「
森
林
や
林

業
へ
の
認
識
」
、
「
自
然
環
境
へ
の
感
受

性
・
認
識
・
意
欲
」
、
「
自
然
体
験
の
経

験
」
を
問
う
全
28
の
質
問
で
、
択
一
式
と

自
由
記
述
式
を
組
み
合
わ
せ
、
短
時
間
で

回
答
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
同
じ

質
問
に
回
答
し
て
も
ら
い
実
施
前
後
を
比

較
し
ま
し
た
。

◆ 

実
行
結
果

　
「
森
林
や
林
業
へ
の
認
識
」
を
問
う
質

問
で
、
木
を
切
る
こ
と
に
対
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
前
に
は
参
加
者
の
約
55
％
が
「
自
然

破
壊
に
な
る
」
な
ど
否
定
的
で
し
た
が
、

実
施
後
に
は
否
定
的
な
回
答
の
割
合
が
約

16
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
自
然
環
境
へ
の
感
受
性
・
認

識
・
意
欲
」
を
問
う
質
問
で
は
、
13
項
目

中
３
項
目
で
意
識
の
変
化
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
（
表
）
。

◆ 

考
察

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
森
林
教
室
の

内
容
が
、
参
加
者
に
認
識
の
変
化
を
も
た

ら
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
自
然
環
境
へ
の
感
情
の
変
化

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
森
林
散
策
の
時
間
を
設
け
る
等
、
参

加
者
に
自
然
体
験
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
内
容
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
校
の
先

生
方
と
の
打
合
せ
を
通
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
が
よ
り
高
ま
る
教
育
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
や
林
業
に
対
す
る
意
識
の
変
容
と
教
育
内
容
の
検
討

〜
青
森
市
と
外
ヶ
浜
町
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を
通
し
て
〜

東
北
森
林
管
理
局
　
青
森
森
林
管
理
署

齋 つかさ

森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
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図　ICTを利用したシステム

表　シカ捕獲状況

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

0

100

200

300

400

R2.10
ICT
を導入 ～9月

までの
実績

（捕獲頭数）

職員による捕獲 委託契約等による捕獲

ほかパトとは

GPSでワナの位置を把握

メールでお知らせ

ワナが作動したら親機に通報

ワナ・親機・子機の情報をクラウドで一元管理

ソーラバッテリーシステムを標準装備

ほかパトWEBページからワナの設置場所・状況を確認できる

くくり
わな

箱わな LTE/4G回線

LPWA通信
144MHz帯の電波

令和４年度 国有林野事業 業務研究発表会SE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

取
組
の
背
景

　
近
年
、
シ
カ
等
に
よ
る
農
林
業
被
害
が

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
防
護
柵
等

の
設
置
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
捕
獲
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

取
組
の
経
過

　
大
分
西
部
森
林
管
理
署
で
は
職
員
実
行

や
委
託
に
よ
り
、
シ
カ
捕
獲
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
場
に
設
置
し
た
シ
カ
罠

の
見
回
り
に
か
か
る
時
間
な
ど
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し
た
長
距

離
無
線
捕
獲
シ
ス
テ
ム
「
ほ
か
パ
ト
」

（
図
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
「
ほ
か
パ
ト
」
は
、
親
機
と
子
機
に
分

か
れ
て
、
電
波
を
相
互
に
送
受
信
し
、

ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ー
タ
が
転
送
さ
れ
ま

す
。
現
場
に
設
置
し
た
子
機
に
捕
獲
等

の
何
ら
か
の
異
変
が
あ
れ
ば
管
理
者
に

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
子
機
の
位
置
及
び
捕
獲
等
の
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
導
入
台
数
を
徐
々
に
増
設
し
、
最
終
的

に
親
機
３
台
・
子
機
75
台
を
導
入
し
、
運

用
し
ま
し
た
。

◆ 

実
行
結
果

　
令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま

で
の
シ
カ
の
捕
獲
実
績
は
36
頭
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
81
頭
（
表
）

で
、
捕
獲
時
間
帯
の
９
割
が
日
没
後
か
ら

深
夜
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◆ 

考
察

　

現
在
、
長
距
離
無
線
捕
獲
シ
ス
テ
ム

「
ほ
か
パ
ト
」
は
当
署
職
員
の
み
が
使
用

し
て
お
り
、
シ
カ
捕
獲
の
受
託
事
業
者
や

管
内
の
自
治
体
や
猟
友
会
で
は
ま
だ
導
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
シ
カ
生
息
数
の
減
少
は
国
有
林
だ
け
で

実
現
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

地
方
自
治
体
や
猟
友
会
等
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
面
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
当
署
職
員
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
と
技
術
等
を
地
域
の
関
係
者
と
共
有

し
、
地
域
全
体
を
網
羅
す
る
効
果
的
な
シ

カ
捕
獲
の
シ
ス
テ
ム
網
の
構
築
に
向
け

た
、
民
国
連
携
の
取
組
に
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

民
国
連
携
に
向
け
た
シ
カ
捕
獲
圧
の
強
化
に
つ
い
て

九
州
森
林
管
理
局
　
大
分
西
部
森
林
管
理
署

渡邊 昭伍
しょうご

川原　博
ひろし

森
林
保
全
部
門
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検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは

令和４年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
受賞者紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人
又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和４年は13の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

ＥＣＯＫＡ委員会（奈良県生駒市）
ＥＣＯＫＡ委員会は、市や自治会等と連携しながら、
①　住宅地周辺の約12haの緑地において、間伐や侵入竹の伐採、植樹、遊歩道の作設などの整備を行ってきたこと
②　整備した緑地において、住民向けに森林ウォークやシイタケ狩りなどのイベントを行うほか、地元の幼稚園や学
校と協働で環境教育活動を実施してきたこと

③　「四季彩のまちづくり」を目指して地区内の花壇の整備を行うほか、地区内の未利用地に「鹿ノ台オープンガーデ
ン」を整備し、地元住民の憩いの場を創出してきたこと

などが評価され、受賞されました。

あじさい友の会（島根県益田市）
あじさい友の会は、前身の団体から継続して30年以上の長きにわたり、
①　国道沿い等に多くのあじさいを植栽し、｢あじさいによる花街道づくり｣に取り組んできたこと
②　地元の小学校や保育園と協力し、ナデシコやパンジー等のプランター花壇づくりを行い、広い世代間の交流を
図ってきたこと

③　国道沿いに植栽したあじさいやプランター花壇の管理や清掃活動を行い、地域の緑化・美化に貢献してきたこと
などが評価され、受賞されました。

▲ 「鹿ノ台オープンガーデン」における小学生の環境教育▲ 緑地における侵入竹の伐採

エ コ カ

▲ プランター花壇づくり ▲ こども達との交流
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